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【序論】フォトニック結晶レーザー（PCSEL）は, 活性層近傍に設けた 2次元フォトニック結晶の

特異点（Γ点等）における共振器効果を利用した大面積コヒーレント発振可能な面発光レーザー

であり 1), 加工用レーザー光源や, センシング用光源等として期待されている．我々は, PCSELの

材料系の１つとしてGaNを採用し, 青色帯域のPCSELの開発に取り組んできた 2-5). GaN系PCSEL

において, 2008年に電流注入によるレーザー発振を実証して以来 2)，デバイス作製技術と構造設計

の深化を進め, 高ビーム品質・高出力パルス動作 3,4)，CW動作への展開等 4,5)を行ってきた．今回

は, 新たな展開として, 水の吸収の少ない青色帯域の GaN 系 PCSEL を活用し, 投光レンズフリー

の水中 3次元 ToF-LiDARに関する検討を行ったので報告する.  

【実験】まず, ToF-LiDAR 計測のための短パルス駆動のために, GaN 系 PCSEL を低容量ステムに

実装したところ，図 1 のような電流-光出力特性が得られた. 同図より, 10A の注入電流において, 

～4.5W の高出力が得られていることが分かる. また, この時の遠視野像も同図に示しており, 広

がり角 0.1o 未満の狭発散角のビームが実現出来ていることも分かる. 次に, このような特性を有

する GaN 系 PCSEL を用いて, 水中での ToF-計測を試みた. そのために用意した実験系の模式図

を図 2(a)に示す. 本系において, GaN系 PCSELからの狭発散角ビームをレンズフリーで投光し, 水

中に設けた物体（魚の模型と後部スクリーン）に対して, ガルバノミラーを用いて 2 次元的にビ

ーム走査が行えるようにした. 各走査点において, 物体からの反射光をアバランシェフォトダイ

オード（APD）で受光・計測し, 自動的に ToF の換算が出来るようにした. 水中に設けた魚の模型

（体長～8cm）やスクリーン等の様子を図 2(b)に示す. 同図のスクリ

ーンは, 魚の模型より30cmほど後方に設置されている. GaN系PCSEL

ビームを照射しながら, 2次元走査を行い, 魚の模型近傍の測距を行っ

た結果, 図 2(c)に示すように, 魚の模型とスクリーンの距離が，正しく

測定出来ていることが分かった. 詳細は当日報告する.【謝辞】本研究
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